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公の施設等評価及びあり方方針（グループ別）【産業振興施設】40 自然農園
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あり方方針

外部評価

【40 自然農園】

　『自然農園』は、地域住民との継続的な農業体験と交流活動を通じて、農地の保全と中山間地域の活性化を図ることにより

地域農業の振興を図る目的で設置された施設です。

　これら施設については、市直営で管理運営していますが、利用状況を踏まえ指定管理者制度の導入など、効率的・効果的

な手法を検討していきます。

　なお、下記「外部評価」の意見を合わせて本施設グループの「あり方方針」とし、着実に取組を推進していきます。

●庁内評価のとおり

（補記事項）

　サービスの向上及び効率性の観点から、指定管理者制度を含めた多様な管理運営手法について検討されたい。
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